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（
と
じ
て
保
存
し
て
く
だ
さ
い
）
 

ノ 

朝、窓をあけると一面の銀世界。 しーんと静まり 

返った閑寂の中に、サクッ、サクッと靴の音が聞こ 

える。 

枯れ枝には、いっせいに雪の花が咲き、その下で 

若い芽がじっと春の訪れを待つ。 

ミ極東の王者こ大陸の高気圧が弱まると、やがて東 

風（こち）吹く春。 

冬の上野峡、訪れる人もまばらで、白糸の滝の水 

音だけが深い渓谷に響き渡る。 

その激しく流れ，落ちるさまは、身をひきしめさせ 

太古の力をそのままに伝え、私たちの心に感動を与 

える。 

人影のないキャンプ場を見ていると夏の日の賑わ 

いが難ってくる。 北九州国定公園 「上野峡」 は静か 

（こ春を待つ。 

2 月は 国民健康保険税 6期分の納税月です0 
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一人ず勲に 赤池駅 
町・議会を上けて反対しで来たカg 

小
荷
物
の
取
扱
い
も
廃
止
 

当
分
の
間
は
臨
時
窓
口
 

【多くの人が利用している赤池駅、 

近く駅員さんの姿も見られなくなります】 

私
た
ち
の
ク
足
）
と
し
て
多
く
の
人
に
利
用
さ
れ
て
い
る
赤
池
駅
。
駅
員
 

の
方
も
毎
日
乗
降
車
の
お
客
さ
ん
と
は
顔
馴
み
に
な
り
、
 

「
お
は
よ
う
ご
ぎ
 

い
ま
す
」
「
お
つ
か
れ
さ
ん
」
の
挨
拶
が
交
わ
さ
れ
て
い
ま
す
o
 

し
か
し
、
こ
の
「
赤
池
駅
」
も
、
国
鉄
の
政
策
上
の
問
題
で
、
二
月
一
日
 

か
ら
、
無
人
化
（
停
留
所
化
）
駅
に
な
り
ま
す
。
 

無
人
化
に
な
れ
ば
次
は
廃
止
と
い
う
懸
念
も
あ
り
、
 

ク
旧
産
炭
地
ク
か
ら
 

の
脱
却
に
努
力
を
続
け
て
い
る
さ
中
、
過
疎
化
に
拍
車
を
か
け
る
こ
と
に
も
 

な
り
か
ね
な
い
こ
の
問
題
に
、
町
・
議
会
を
上
げ
て
反
対
し
て
き
ま
し
た
o
 

当
分
の
間
は
、
臨
時
窓
口
が
開
か
れ
ま
す
が
、
い
づ
れ
は
、
完
全
に
無
人
 

化
の
施
策
が
取
ら
れ
そ
う
で
す
。
 

鰯
 新

春
恒
例
の
下
田
 

川
四
カ
町
連
合
消
防
 

出
初
め
式
が
一
月
八
 

日
、
午
前
九
時
半
か
 

ら
糸
田
町
民
グ
ラ
ウ
 

ン
ド
で
行
わ
れ
ま
し
 

た。 下
田
川
四
カ
町
の
 

消
防
団
員
、
総
勢
四
 

百
五
十
人
と
二
十
一
一
 

台
の
消
防
車
が
そ
の
 

雄
姿
を
披
露
し
ま
し
 

た。 赤
池
町
消
防
団
（
 

松
井
猛
団
長
）
は
、
 

一
分
団
か
ら
六
分
団
 

ま
で
の
各
地
区
分
団
 

と
本
部
分
団
の
百
六
 

人
の
団
員
と
七
台
の
 

消
防
車
が
参
加
し
、
 

式
で
は
、
人
員
服
装
点
検
、
機
械
器
具
 

点
検
、
堂
々
の
分
列
行
進
、
消
防
車
の
 

パ
レ
ー
ド
と
寒
風
の
中
、
威
勢
よ
く
日
 

頃
の
訓
練
の
成
果
を
発
揮
し
ま
し
た
。
 

式
で
は
、
こ
の
ほ
か
各
種
の
表
彰
式
 

が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
赤
池
町
関
係
で
 

表
彰
さ
れ
た
の
は
次
の
方
で
す
。
 

【
福
岡
県
知
事
表
彰
】
 

中
村
博
樹
（
2
）
、
平
川
洋
（
2
）
、
松
枝
 

信
昭
（
2
）
、
亀
谷
俊
政
（
3
）
、
三
木
英
 

彦
（
3
）
、
浦
田
末
春
（
5
）
、
太
田
勝
（
 

6
)

 【
福
岡
県
消
防
協
会
長
表
彰
】
 

政
光
重
敏
（
1
）
、
水
永
雄
（
2
）
、
亀
谷
 

松
次
（
3
）
、
生
野
梢
（
4
）
、
浦
田
繁
弘
 

) 

(5
）
、
丸
林
清
輝
（
6
）
、
柴
田
武
己
（
 

本
部
）
 

「
永
年
勤
続
消
防
団
員
表
彰
】
 

〇
三
十
六
年
廿
日
高
峯
夫
（
2
）
、
大
久
 

保
和
仁
（
5
）
、
武
末
昭
一
 

（5
）
、
太
田
 

五
郎
（
5
）
、
〇
二
十
六
年
廿
太
田
政
文
 

(1
）
、
一
一
十
年
井
中
村
博
樹
（
2
）、平 

川
洋
（
2
）
、
松
枝
信
昭
（
2
）
、
亀
谷
俊
 

政
（
3
）
、
三
木
英
彦
（
3
）
、
浦
田
末
春
 

(5
）
、
太
田
勝
（
6
）
、
〇
十
年
井
日
高
 

輝
水
（
2
）
、
馬
場
義
輔
（
4
）
、
川
口
益
 

喜
（
4
）
、
白
川
鉄
夫
（
4
）
、
山
形
利
明
 

(4
）
、
野
村
一
美
（
6
）
、
小
源
寺
正
文
 

(6
）
、
平
元
一
三
（
6
）
、
九
林
清
輝
（
 

6
)

 【
消
防
協
会
田
川
郡
支
部
長
表
彰
】
 

武
末
昭
一
 

（5
）
、
小
松
節
夫
（
6

) 

【
町
長
表
彰
】
 

市
川
泰
雄
（
1
）
、
八
隅
清
蔵
（
3
）、亀 

ご
〇
ぞ
〇
ん
〇
じ
〇
で
〇
す
〇
か
 

ク
検
察
審
査
会
）
 

検
察
審
査
会
と
は
、
選
挙
権
を
有
す
 

る
国
民
の
中
か
ら
選
ば
れ
た
十
一
人
の
 

検
察
審
査
員
が
、
い
わ
ば
一
般
の
国
民
 

を
代
表
し
て
、
検
察
官
が
事
件
を
起
訴
 

し
な
か
っ
た
こ
と
（
不
起
訴
処
分
）
の
 

よ
し
あ
し
を
審
査
す
る
の
を
主
な
仕
事
 

と
す
る
と
こ
ろ
で
す
。
 

検
察
審
査
会
を
構
成
す
る
検
察
審
査
 

員
と
、
そ
の
審
査
員
が
欠
け
た
と
き
の
 

た
め
の
補
充
員
は
、
田
川
市
と
田
川
郡
 

の
衆
議
員
議
員
の
選
挙
権
を
持
つ
人
た
 

門
司
鉄
道
管
理
局
の
話
に
よ
る
と
、
 

今
月
一
日
か
ら
の
ダ
イ
ヤ
改
正
に
合
わ
 

せ
て
管
内
百
五
十
五
駅
を
無
人
化
（
駅
 

の
停
留
所
化
）
、
四
十
一
駅
を
民
間
委
 

託
す
る
、
と
の
合
理
化
案
が
組
合
と
合
 

意
さ
れ
、
筑
豊
地
区
は
、
伊
田
、
糸
田
 

宮
田
、
後
藤
寺
、
田
川
の
五
線
で
国
鉄
 

職
員
の
い
る
直
営
駅
が
ゼ
ロ
に
な
り
ま
 

す
。
伊
田
線
は
、
赤
池
、
中
泉
、
金
田
 

梢
の
各
駅
も
、
こ
の
停
留
所
化
の
対
象
 

に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

昨
年
の
九
月
定
例
町
議
会
で
、
 

「駅 

無
人
化
、
貨
物
・
荷
物
の
取
扱
い
駅
廃
 

止
に
反
対
す
る
決
議
」
 
の
請
願
が
採
択
 

さ
れ
て
お
り
、
町
と
し
て
も
安
全
性
の
 

問
題
や
、
将
来
の
発
展
性
、
企
業
誘
致
 

や
観
光
開
発
で
の
マ
イ
ナ
ス
面
な
ど
を
 

考
慮
し
、
ま
た
国
鉄
自
体
の
企
業
努
力
 

が
先
決
で
あ
る
。
と
の
理
由
で
強
く
反
 

対
の
意
志
を
表
明
し
て
き
ま
し
た
。
 

し
か
し
、
伊
田
線
の
乗
車
人
員
は
、
 

昭
和
五
十
一
年
を
百
と
す
る
と
、
五
十
 

七
年
は
六
十
五
と
減
 

少
。
ま
た
沿
線
の
市
 

町
の
自
家
用
車
台
数
 

は
、
同
じ
く
五
十
一
 

年
を
百
と
す
る
と
五
 

十
七
年
に
は
百
五
十
 

二
と
な
り
（
門
鉄
資
 

料
よ
り
）
マ
イ
カ
ー
 

の
増
加
に
よ
り
、
国
 

鉄
離
れ
は
確
実
に
進
 

ん
で
お
り
、
「
再
建
促
 

進
特
別
措
置
法
」
や
 

「
経
営
改
善
計
画
」
 

谷
俊
政
（
3
）
、
島
修
二
（
4
）
、
橋
本
修
 

治
（
5
）
、
丸
山
孝
義
（
6
）
、
木
村
長
徳
 

（
本
部
）
 

【
敬
称
略
、
（
）
内
は
分
団
 

名】 

【出初め式での消防車パレード、糸田町民グラウンドで】 

ち
の
中
か
ら
選
ば
れ
ま
す
が
、
検
察
審
 

査
員
の
仕
事
を
す
る
の
に
法
律
な
ど
の
 

特
別
な
知
識
は
必
要
で
は
な
く
、
 
一
般
 

の
健
全
な
常
識
を
備
え
て
い
れ
ば
そ
の
 

任
務
を
十
分
果
た
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

ま
た
、
検
察
審
査
員
や
補
充
員
の
任
期
 

は
、
六
カ
月
で
、
そ
の
間
月
一
回
程
度
 

の
審
査
会
議
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
 

検
察
官
の
し
た
不
起
訴
処
分
に
不
満
 

を
持
っ
て
お
ら
れ
る
方
や
検
察
審
査
会
 

に
つ
い
て
詳
し
く
お
知
り
に
な
り
た
い
 

方
は
、
田
川
検
察
審
査
会
事
務
局
（
か
 

〇
九
四
七
四
ー
ニ
ー
〇
一
六
三
）
に
ご
 

相
談
く
だ
さ
い
。
 

に
よ
り
、
膨
大
な
赤
字
を
抱
え
る
国
鉄
 

の
再
建
の
た
め
の
合
理
化
、
効
率
化
を
 

は
か
る
政
策
上
の
取
り
扱
い
で
あ
り
、
 

や
む
を
得
な
い
措
置
と
の
こ
と
で
し
た
。
 

こ
れ
に
よ
り
、
昭
和
十
二
年
に
開
業
 

さ
れ
た
赤
池
駅
は
、
国
鉄
職
員
が
い
な
 

い
無
人
の
駅
に
な
り
ま
す
が
、
当
分
の
 

間
は
、
暫
定
的
に
午
前
七
時
半
か
ら
午
 

後
七
時
二
十
分
ま
で
臨
時
の
発
売
窓
口
 

を
開
き
、
切
符
や
定
期
券
、
指
定
席
券
 

の
発
売
な
ど
を
し
ま
す
。
 

し
か
し
、
料
金
の
払
戻
し
や
精
算
業
 

務
、
小
荷
物
の
取
扱
業
務
は
二
月
一
日
 

か
ら
廃
止
さ
れ
ま
す
。
 

な
お
、
将
来
、
こ
の
停
留
所
化
が
完
 

全
に
実
施
さ
れ
る
と
、
切
符
は
列
車
内
 

で
買
う
か
、
下
車
駅
で
代
金
を
支
払
う
、
 

駅
付
近
の
商
店
に
発
売
を
委
託
す
る
、
 

な
ど
の
方
法
が
取
ら
れ
、
赤
池
駅
は
、
 

裏
口
を
作
る
。
列
車
の
遅
れ
な
ど
は
、
 

ホ
ー
ム
の
遅
延
通
報
に
よ
っ
て
知
ら
せ
 

る
な
ど
の
方
法
が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

× / 

【列車を見送る赤池駅最後の駅長、 

宮路忠雄さん】 

和
名
 
如
月
（
き
さ
ら
ぎ
）
 

立
春
が
過
ぎ
た
の
に
寒
い
、
と
ば
か
 

り
に
衣
服
を
重
ね
る
。
そ
の
た
め
二
月
 

を
着
更
衣
と
い
う
。
 

1
日
（
水
）
 

県
下
一
剤
ね
ず
み
駆
除
月
 

間
、
覚
せ
い
剤
・
麻
薬
事
 

犯
取
締
り
月
間
、
省
ェ
ネ
 

ル
ギ
ー
月
間
、
成
人
病
予
 

防
週
間
は
じ
ま
る
 

昭
和
 58 

年
分
贈
与
税
申
告
 

受
付
（
報
 1
5
 

己
 

4
日
（
土
）
 

節
分
、
豆
ま
き
 

5
日
（
日
）
 

立
春
 

7
日
（
火
）
 

心
配
ご
と
相
談
（
響
紗
じ
 

北
方
領
土
の
日
 

8
日
（
水
）
 

こ
と
始
め
 

針
供
養
 

10 

日
（
金
）
解
放
講
座
（
鶏
群
邑
 

11
 

日
（
土
）
 

建
国
記
念
の
日
 

14
 

日
（
火
）
 

聖
バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー
 

16 

日
（
木
）
 

五
十
八
年
分
所
得
税
の
確
 

定
申
告
（
報
 1
5
 

日） 

無
料
納
税
相
談
（
鴨
噌
霧
）
 

17
 

日
（
金
）
 

心
配
ご
と
相
談
（
響
紗
じ
 

19
 

日
（
日
）
 

雨
水
 

20
 

日
（
月
）
 

乳
児
保
育
相
談
（
m
議
或
碑
）
 

21
 

日
（
火
）
 

三
種
混
合
（
叫
緯
窮
虜
）
 

24 

日
（
金
）
解
放
講
座
（
鶏
群
琶
 

28
 

日
（
火
）
献
血
（
器
鍔
暴
難
瀦
）
 

29
 

日
（
水
）
 

春
の
全
国
火
災
予
防
運
動
 

（
報
 
1
3
 

日）
 

暴
力
団
の
資
金
源
で
あ
る
覚
せ
い
剤
が
、
巧
妙
な
手
口
で
わ
た
し
た
ち
 

の
生
活
に
浸
透
し
、
個
人
を
、
家
庭
を
、
そ
し
て
社
会
を
脅
か
し
て
い
ま
 

すo

そ
し
て
、
覚
せ
い
剤
の
中
毒
者
に
よ
る
発
作
的
な
凶
悪
犯
罪
を
は
じ
 

め
、
覚
せ
い
剤
を
買
う
お
金
欲
し
さ
か
ら
窃
盗
や
恐
喝
を
行
う
な
ど
、
さ
 

ま
ざ
ま
な
犯
罪
や
事
故
が
後
を
断
ち
ま
せ
ん
。
 

福
岡
県
の
覚
せ
い
剤
 

汚
染
の
実
態
は
？
 

福
岡
県
内
の
覚
せ
い
剤
犯
罪
検
挙
 

人
員
は
、
五
十
七
年
は
、
千
四
百
十
 

六
人
で
す
。
そ
の
内
婦
人
が
百
七
十
 

一
人
、
青
少
年
が
二
百
三
十
五
人
（
 

内
女
子
五
十
人
）
で
、
婦
人
や
青
少
 

年
へ
の
汚
染
が
拡
大
し
て
い
ま
す
。
 

ま
た
覚
せ
い
剤
の
潜
在
使
用
者
は
 

検
挙
者
の
十
倍
と
一
十
倍
と
も
言
わ
 

れ
て
い
ま
す
。
 
一
方
、
シ
ン
ナ
ー
の
 

乱
用
は
相
変
ら
ず
増
え
て
お
り
、
覚
 

せ
い
剤
使
用
者
の
予
備
軍
的
存
在
と
 

な
っ
て
い
ま
す
。
 

覚
せ
い
剤
は
ど
ん
な
 

方
法
で
近
づ
い
て
き
ま
す
か
？
 

覚
せ
い
剤
は
暴
力
団
の
有
力
な
資
 

金
源
で
す
。
暴
力
団
は
あ
な
た
の
身
 

近
な
人
を
う
ま
く
使
っ
て
あ
な
た
を
 

誘
惑
し
ま
す
。
こ
の
薬
を
打
て
ば
、
 

〇
眼
け
が
と
れ
て
ス
ッ
キ
リ
す
る
 

〇
疲
れ
が
す
ぐ
と
れ
る
。
 

〇
無
理
な
く
や
せ
ら
れ
る
。
 

〇
と
て
も
精
力
が
つ
く
。
 

な
ど
の
甘
い
誘
惑
で
あ
な
た
を
ひ
 

き
つ
け
ま
す
。
 
一
度
た
め
し
て
み
た
 

ら
の
言
葉
に
は
ご
用
心
ク
そ
の
一
度
 

が
命
と
り
に
な
り
ま
す
。
 

覚
せ
い
剤
・
シ
ン
ナ
ー
の
 

相
談
窓
口
は
あ
り
ま
す
か
？
 

●
覚
せ
い
剤
に
関
す
る
相
談
は
 

①
ホ
ワ
イ
ト
テ
レ
ホ
ン
（
県
警
）
 

廿
0
9
2

(
6
4
1

)
4
4
4
4
 

②
九
州
地
区
麻
薬
取
締
官
事
務
所
 

か
0
9
2

(
4
7
2

)
2
3
3
1
 

③
福
岡
県
薬
物
乱
用
対
策
推
進
地
方
 

本
部
（
県
衛
生
部
薬
務
課
内
）
 

。
0
9
2

(
6
5
1

)
1
1
1
1
 

●
シ
ン
ナ
ー
に
関
す
る
相
談
は
 

①
直
鞍
少
年
相
談
セ
ン
タ
ー
 

か
0
9
4
9
2

(2

)
0
1
8
0
 

②
飯
塚
少
年
相
談
セ
ン
タ
ー
 

合
0
9
4
8

(
2
8
 

[I

只
）
R
)[I 
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式
で
は
、
町
長
、
議
長
を
は
じ
め
各
 

来
賓
の
方
が
新
成
人
を
激
励
し
ま
し
た
 

が
、
兼
重
教
育
委
員
長
は
、
 

「
生
き
が
 

い
と
は
、
自
分
の
欲
望
や
欲
求
を
実
現
 

さ
せ
る
過
程
に
生
じ
る
、
そ
の
道
は
遠
 

く
険
し
い
が
、
大
人
の
自
覚
と
責
任
を
 

持
っ
て
自
分
の
道
を
進
ん
で
く
だ
さ
い
。
 

こ
れ
か
ら
の
社
会
は
、
み
な
さ
ん
の
若
 

▽
 

昭
和
五
十
八
年
度
の
成
人
式
が
、
 
一
月
三
日
同
和
対
策
中
央
研
修
所
 

×7 ×7 ×7 ▽ ▽ 、】7 又7 

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
進
学
や
就
職
の
た
め
、
遠
く
町
外
へ
出
て
い
る
人
 

に
も
出
席
の
機
会
を
、
と
昨
年
か
ら
一
月
三
日
の
松
の
内
に
行
わ
れ
て
 

い
ま
す
。
 

今
年
の
該
当
者
は
、
昭
和
三
十
八
年
四
月
二
日
か
ら
昭
和
五
十
九
年
 

四
月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
、
男
子
七
十
一
人
、
女
子
七
十
五
人
の
百
 

四
十
六
人
で
、
昨
年
よ
り
二
十
六
人
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
出
席
者
は
 

男
子
四
十
九
人
、
女
子
四
十
六
人
の
合
計
九
十
四
人
で
し
た
。
 

自
主
再
建
は
 

無
理
で
は
な
い
か
 

①
正
直
な
と
こ
ろ
「
は
た
ち
の
実
感
」
 

が
な
い
。
大
学
で
の
生
活
は
充
実
し
 

て
い
る
し
、
あ
わ
た
だ
し
く
過
ぎ
て
 

ゆ
く
毎
日
に
悔
い
は
な
い
。
こ
の
ま
 

×く・×・：・×・：・：・苫・：・：・：'：・x・：・：・：・：・x・：・x・x 

) 
高橋 禎直さん 

（車 道） 
【決意を書いた風船を大空へ放す新成人のみなさん】 

ま
一
生
け
ん
め
い
生
き
て
い
き
た
い
 

と
思
い
ま
す
。
 

ふ
動
v
郷「M
笛
賜
謂
9
胸
 

Z、 ZA △ ZA △ Z× △ △ 

“

子

年

）

に

か

け

る

伝

統

工

芸

品

「

上

野

焼

」

 

今
年
は
、
ネ
ズ

III
年
。
十
二
支
の
始
ま
り
の
年
で
す
。
始
ま
り
と
い
え
ば
 

今
年
は
、
私
た
ち
の
ふ
る
さ
と
を
代
表
す
る
伝
統
工
芸
品
「
上
野
焼
」
に
と
 

っ
て
も
始
ま
り
の
年
で
す
。
国
の
伝
統
工
芸
品
の
指
定
を
受
け
て
、
そ
の
事
 

業
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
 

そ
こ
で
上
野
焼
の
伝
統
を
代
々
受
け
継
い
で
き
た
熊
谷
紅
陽
氏
に
「
今
後
 

の
上
野
焼
に
思
う
」
と
い
う
こ
と
で
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。
 

熊谷 紅陽さん 

今
後
の
 

「
上
野
焼
」
に
思
う
 

熊
谷
 
紅
陽
 

今
回
、
上
野
焼
が
日
本
伝
統
的
工
芸
 

品
と
し
て
通
産
省
の
認
可
を
受
け
た
こ
 

と
は
、
大
変
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
り
、
 

将
来
、
上
野
焼
発
展
に
大
き
く
寄
与
す
 

る
も
の
と
思
い
ま
す
。
 

元
来
、
上
野
焼
は
茶
陶
と
し
て
生
れ
 

一
 
一
 

」

一

 

”

】

 

「
 

育
っ
て
き
た
も
の
で
、
そ
の
沿
革
は
ご
 

承
知
の
と
お
り
で
す
が
、
あ
ま
り
に
も
 

環
境
に
恵
ま
れ
地
元
で
製
品
の
消
化
が
 

で
き
て
き
た
の
で
、
地
方
へ
の
販
路
が
 

開
拓
さ
れ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。
 

そ
こ
で
、
考
え
て
み
る
に
、
将
来
、
 

発
展
の
方
向
づ
け
と
し
て
二
つ
の
事
が
 

考
え
ら
れ
ま
す
。
 

一
つ
は
、
大
量
生
産
的
な
製
品
を
合
 

理
的
に
製
造
し
て
い
く
こ
と
で
あ
っ
て
 

現
代
の
世
相
を
よ
く
見
究
め
て
現
代
性
 

豊
か
な
も
の
を
よ
り
安
価
に
提
供
す
る
 

こ
と
が
肝
要
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
 

二
つ
は
、
純
粋
な
伝
統
工
芸
品
と
し
 

て
格
調
高
い
美
術
工
芸
品
を
創
る
こ
と
 

で
、
こ
れ
に
は
従
来
か
ら
作
家
と
し
て
 

い
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
期
待
し
て
い
ま
す
己
 

と
励
ま
し
ま
し
た
。
 

続
い
て
、
赤
池
中
学
時
代
に
新
成
人
 

を
教
え
た
先
生
を
代
表
し
て
武
井
晋
先
 

生
（
現
在
糸
田
中
学
教
諭
）
が
、
 

「き 

び
し
い
社
会
の
カ
べ
に
当
っ
た
と
き
は
 

非
観
し
て
弱
気
に
な
り
が
ち
だ
が
、
 
一 

日
だ
け
悩
み
、
苦
し
ん
で
次
の
日
か
ら
 

は
、
あ
す
を
信
じ
て
生
き
て
ほ
し
い
、
 

人
を
思
い
や
る
心
を
、
忘
れ
て
は
い
け
 

な
い
」
と
教
え
子
に
言
葉
を
贈
り
ま
し
 

た。 こ
れ
に
答
え
、
成
人
者
を
代
表
し
て
 

車
道
の
吉
田
敏
明
さ
ん
が
、
 

「
次
代
を
 

担
う
若
者
と
し
て
、
自
覚
と
喜
び
を
持
 

っ
て
社
会
人
と
し
て
の
研
さ
ん
に
励
み
 

ま
す
」
と
決
意
を
の
べ
、
ま
た
、
代
表
 

の
猿
田
の
針
場
か
お
る
さ
ん
に
町
長
か
 

ら
記
念
の
バ
ス
タ
オ
ル
が
贈
ら
れ
ま
し
 

た
。
そ
の
後
「
町
政
四
十
五
年
の
あ
ゆ
 

み」 

の
ス
ラ
イ
ド
を
見
て
、
全
員
で
記
 

念
撮
影
し
た
あ
と
、
「
は
た
ち
の
飛
行
船
」
 

と
題
し
た
、
各
人
の
決
意
を
書
い
た
紙
 

を
つ
け
た
風
船
を
空
に
放
ち
、
式
典
を
 

終
え
ま
し
た
。
 

》
 「 

成

人

式

イ

ン

タ

ビ

ュ

ー

 

今
年
成
人
を
迎
え
た
数
人
の
み
な
さ
 

ん
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
て
み
ま
し
た
。
 

内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

①
「
は
た
ち
」
を
迎
え
て
の
感
想
は
？
 

②
町
は
赤
字
財
政
で
苦
し
ん
で
い
ま
す
 

が
、
財
政
建
て
直
し
の
た
め
の
暫
新
 

な
ア
イ
デ
ア
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。
 

②
自
主
再
建
は
無
理
で
は
な
い
で
し
ょ
 

う
か
。
 

③
文
化
的
で
芸
術
の
あ
る
町
に
な
っ
て
 

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
 

自
分
ら
し
さ
を
 

見
失
わ
な
い
よ
う
 

活
躍
し
て
い
る
諸
彦
の
発
奮
と
健
闘
を
 

期
待
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
 

石
炭
産
業
の
没
落
に
伴
い
、
筑
豊
と
 

し
て
は
、
セ
メ
ン
ト
産
業
と
陶
業
が
唯
 

創
立
十
周
年
に
 

記
念
植
樹
 

赤
池
町
剣
道
部
少
年
部
 

赤
池
町
剣
道
少
年
部
（
部
員
五
十
人
）
 

は
、
十
二
月
二
十
二
日
、
町
民
会
館
で
 

【
植
樹
し
た
剣
道
少
年
部
の
み
な
さ
ん
】
 

③
将
来
の
赤
池
町
は
ど
ん
な
町
に
な
っ
 

て
ほ
し
い
で
す
か
？
・
 

◇
 
◇
 
◇
 
◇
 
◇
 
◇
 
◇
 

効
率
化
・
簡
素
 

化
に
努
力
す
べ
き
 

平川 正信さん 

(8 の2 ) 

①
義
務
と
責
任
が
今
以
上
に
伴
う
の
で
 

自
分
で
対
応
で
き
る
こ
と
は
自
分
で
 

や
れ
る
よ
う
努
力
し
た
い
。
 

②
平
凡
で
す
が
、
ま
ず
、
民
間
会
社
並
 

み
に
効
率
化
、
簡
素
化
に
努
力
す
べ
 

き
だ
と
思
い
ま
す
。
 

③
人
口
、
 

一
万
ニ
ー
三
千
人
く
ら
い
で
 

今
の
ま
ま
で
よ
い
と
思
い
ま
す
。
 

長
期
的
視
野
に
 

立
っ
た
改
革
を
 

赤星理佐子さ 

（松 本） 

①
ま
だ
学
生
と
い
う
身
分
に
甘
ん
じ
て
 

い
ま
す
が
、
選
挙
権
が
あ
る
と
い
う
 

こ
と
く
ら
い
で
し
ょ
う
か
。
選
挙
は
 

二
度
経
験
し
ま
し
た
が
、
政
治
に
参
 

加
で
き
た
と
い
う
ほ
の
か
な
満
足
感
 

と
と
も
に
、
国
民
の
声
を
反
映
さ
せ
 

る
こ
と
の
難
し
さ
を
痛
感
し
ま
し
た
。
 

②
目
先
の
利
益
に
と
ら
わ
れ
ず
、
赤
池
 

露 
しrJ ' 

池永真奈美さん 

（東 組） 

①
多
く
の
人
々
と
の
触
れ
合
い
の
中
で
 

今
ま
で
ど
お
り
自
分
ら
し
さ
を
見
失
 

一
の
産
業
と
し
て
期
待
さ
れ
る
今
日
、
 

郷
土
発
展
の
た
め
、
そ
の
責
務
と
自
覚
 

を
も
っ
て
窯
元
一
同
諸
志
の
健
闘
を
祈
 

る
次
第
で
あ
り
ま
す
。
 

一
足
早
く
ク
リ
ス
マ
ス
行
事
を
し
ま
し
 

た
 。

 プ
レ
ゼ
ン
ト
の
交
換
会
や
、
茶
会
を
 

し
た
あ
と
、
部
創
立
十
周
年
の
記
念
と
 

し
て
「
段
つ
げ
」
を
町
民
会
館
前
広
場
 

に
植
樹
し
、
全
員
で
記
念
撮
影
を
し
て
 

楽
し
い
思
い
出
の
ク
リ
ス
マ
ス
を
し
ま
 

し
た
。
 立

花

恭

子

 さ

ん

 

（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
 
慶
寿
園
）
 

町
の
特
徴
に
あ
っ
た
、
長
期
的
視
野
 

に
立
っ
た
改
革
を
望
み
ま
す
。
自
然
 

を
破
壊
し
て
工
場
を
建
て
る
と
い
う
 

こ
と
で
は
な
く
、
豊
か
な
自
然
、
伝
 

統
工
芸
な
ど
を
よ
い
意
味
で
利
用
し
、
 

赤
池
町
独
自
の
開
発
方
法
を
試
み
で
 

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

③
第
一
次
産
業
に
固
執
す
る
の
で
は
な
 

く
、
も
っ
と
赤
池
町
を
ア
ピ
ー
ル
し
 

行
政
と
町
民
と
の
つ
な
が
り
を
密
に
 

し
て
、
町
民
総
て
が
納
得
し
た
上
で
 

み
ん
な
で
赤
池
町
を
よ
く
し
て
い
く
 

べ
き
で
す
。
 

胸
を
は
れ
る
 

住
み
よ
い
町
に
 

小谷由里香さん 

（大 谷） 

①
過
去
の
自
分
を
見
つ
め
直
し
、
そ
れ
 

を
ふ
み
台
に
し
て
、
先
輩
方
に
追
い
 

つ
け
る
よ
う
、
 
一
歩
一
歩
前
進
し
た
 

い
と
思
い
ま
す
。
 

②
ま
ず
、
計
画
性
を
も
ち
、
町
民
も
行
 

政
も
赤
池
町
が
ど
う
あ
る
べ
き
か
を
 

真
剣
に
考
え
、
 
一
体
と
な
っ
て
努
力
 

し
、
苦
し
い
時
を
打
破
し
な
く
て
は
 

な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
 

③
緑
豊
か
で
活
気
に
あ
ふ
れ
、
こ
れ
が
 

私
の
ふ
る
さ
と
で
す
、
と
胸
を
は
れ
 

る
住
み
良
い
町
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
 

思
い
ま
す
。
 

わ
ず
大
切
に
し
て
い
き
た
い
。
こ
れ
 

か
ら
は
人
に
対
す
る
思
い
や
り
や
気
 

配
り
を
配
慮
し
て
自
分
な
り
の
人
間
 

形
成
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

②
（
解
答
な
し
）
 

③
こ
の
町
の
持
ち
味
を
失
わ
ず
、
活
気
 

の
あ
る
町
に
な
っ
て
ほ
し
い
で
す
。
 

つ

れ

づ

れ

に

田

 

老
人
ホ
ー
ム
天
郷
荘
 

松
本
 
た
か
し
 

￥」 

山
麓
の
雑
木
紅
葉
の
楚
々
と
し
て
 

<
I
す

 

冷
や
や
か
や
左
足
痩
く
も
朝
散
歩
 

通
院
の
月
余
の
治
療
秋
果
つ
る
 

文
化
の
日
行
事
多
々
あ
り
町
に
ぎ
お
ふ
 

初
冬
や
果
物
さ
げ
て
友
来
た
る
 

か
き
 

身
障
者
日
々
の
律
義
さ
落
葉
掻
 

落
葉
す
る
庭
を
横
切
り
描
去
り
ぬ
 

小
夜
時
雨
明
け
の
舗
道
の
濡
れ
黒
し
 

と
さ
 

御
正
忌
の
お
斎
の
ご
酒
に
酔
も
し
て
 

昭
和
五
十
七
年
四
月
の
慶
寿
園
オ
 

ー
プ
ン
と
同
時
に
就
職
。
そ
れ
以
前
 

は
、
赤
池
福
祉
会
で
保
母
さ
ん
を
し
 

て
い
ま
し
た
。
 

お
年
寄
り
の
世
話
や
、
日
常
生
活
 

を
共
に
し
、
お
年
寄
り
が
生
き
が
い
 

を
持
て
る
よ
う
な
仕
事
を
し
た
い
、
 

と
い
う
お
年
寄
り
の
ア
イ
ド
ル
で
も
 

あ
る
明
る
い
お
嬢
さ
ん
。
 

料
理
、
お
花
、
テ
ニ
ス
が
趣
味
、
 

全
日
本
き
も
の
の
女
王
コ
ン
テ
ス
ト
 

で
は
、
西
日
本
で
準
優
勝
に
。
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‘
・
建
・
ー
 

て
ゲ
、
一
 

、
、
一
一
・
告
を
じ
・
t

ナ
 

ば
参
ら
、
・
し
人
 

①
事
業
を
し
て
い
る
人
、
不
動
産
収
入
 

の
あ
る
人
、
土
地
や
建
物
を
売
っ
た
人
 

等
で
、
昭
和
五
十
八
年
中
の
所
得
の
合
 

計
額
が
、
基
礎
控
除
、
配
偶
者
控
除
、
 

扶
養
控
除
な
ど
の
所
得
控
除
の
合
計
額
 

を
超
え
る
人
。
 

②
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
給
与
の
年
収
が
一
 

千
万
円
を
超
え
る
人
。
ニ
カ
所
以
上
か
 

ら
給
与
を
受
け
て
い
る
人
。
給
与
以
外
 

の
所
得
金
額
が
二
十
万
円
を
超
え
る
人
。
 

な
お
、
確
定
申
告
を
し
な
く
て
も
よ
 

い
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
も
、
雑
損
控
除
や
 

医
療
費
控
除
、
住
宅
控
除
な
ど
が
受
け
 

ら
れ
る
人
は
、
確
定
申
告
し
て
税
金
の
 

還
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

※
住
宅
取
得
控
除
で
、
昭
和
五
十
八
年
 

四
月
一
日
以
後
入
居
の
方
に
つ
い
て
は
 

定
額
控
除
の
一
万
七
千
円
が
廃
止
さ
れ
 

ま
し
た
。
 

（
昭
和
五
十
八
年
新
築
家
屋
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調
査
の
際
に
、
定
額
控
除
一
万
七
千
円
 

の
控
除
が
で
き
る
と
の
説
明
を
し
ま
し
 

た
が
、
前
記
の
よ
う
に
廃
止
と
な
り
ま
 

し
た
の
で
、
定
額
控
除
だ
け
の
方
は
、
 

確
定
申
告
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
訂
 

正
し
て
お
わ
び
し
ま
す
。
）
 

詳
し
く
は
、
税
務
署
ま
た
は
税
務
相
 

談
室
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。
 

事
 

告
 

事
業
税
や
住
民
税
も
そ
れ
ぞ
れ
申
告
 

書
を
提
出
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
 

が
、
所
得
税
の
確
定
申
告
を
税
務
署
に
 

提
出
し
た
人
は
、
改
め
て
住
民
税
の
申
 

告
書
を
提
出
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

× 

⑩相⑥ 

1 

税理士・税務署職員による無料納 

税相談が次のとおり行われます。 

〇日時ノ2月16日困 

午前9時から午後4時まで 

〇場所／赤池町商工会 

 ノ × 

ツ・ 
「

”

 一）ラ・）」 

ま
す
 サ労プi多券りI影13券3券鉄脱 

昭
和
五
十
九
年
度
の
固
定
資
産
課
税
 

台
帳
を
次
の
と
お
り
お
見
せ
し
ま
す
。
 

こ
れ
は
、
昭
和
五
十
九
年
一
月
一
日
 

現
在
の
課
税
台
帳
（
土
地
、
家
屋
、
償
 

却
資
産
の
評
価
額
、
課
税
標
準
額
を
記
 

載
し
た
も
の
）
を
納
税
者
の
み
な
さ
ん
 

に
見
て
い
た
だ
き
、
課
税
の
適
正
化
を
 

図
っ
て
い
こ
う
と
す
る
も
の
で
す
。
 

特
に
昭
和
五
十
八
年
中
（
一
月
一
日
 

か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
）
に
異
動
 

（
分
筆
、
合
筆
、
地
目
変
更
、
新
築
、
 

増
改
築
、
解
屋
等
）
の
あ
っ
た
人
は
、
 

ぜ
ひ
一
度
ご
覧
く
だ
さ
い
。
 

〇
お
見
せ
す
る
期
間
 

三
月
一
日
か
 

ら
三
月
二
十
一
日
ま
で
。
（
た
だ
し
日
 

曜
、
祝
日
は
除
く
）
 

〇
時
間
 

平
日
は
八
時
半
か
ら
午
後
 

四
時
半
ま
で
。
土
曜
日
は
八
時
半
か
 

ら
十
二
時
十
五
分
ま
で
。
 

〇
場
所
 

役
場
税
務
課
 

廃
 

軽
自
動
車
（
百
二
十
五
c
c
末
満
の
 

二
輪
車
お
よ
び
五
百
五
十
c
c
末
満
の
 

軽
四
輪
車
）
税
は
、
四
月
一
日
現
在
で
 

所
有
し
て
い
る
方
に
課
税
し
ま
す
が
、
 

現
在
使
用
し
て
い
な
く
、
廃
車
の
手
続
 

き
を
ま
だ
さ
れ
て
い
な
い
人
は
、
早
急
 

に
廃
車
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
 

使
用
し
て
い
な
く
て
も
廃
車
手
続
き
 

を
し
な
い
と
課
税
さ
れ
ま
す
。
 

手
続
き
は
、
印
鑑
持
参
の
う
え
役
場
 

税
務
課
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
 

な
お
、
各
車
種
別
の
登
録
、
廃
車
手
 

給与条例の一部改正 

案など5議案可決 

1月臨時町議会 

▼
昭
和
五
十
八
年
度
赤
池
町
一
般
会
計
 

補
正
予
算
→
一
一
億
八
百
八
万
八
千
円
 

が
追
加
補
正
さ
れ
、
総
額
四
十
二
億
五
 

千
四
百
三
十
七
万
九
千
円
と
な
り
ま
し
 

た
。
補
正
予
算
の
主
な
も
の
は
人
件
費
 

の
給
与
改
定
経
費
と
特
開
事
業
（
上
の
 

原
・
宗
ノ
辻
）
の
用
地
取
得
費
な
ど
で
 

す
 。

 

▼
昭
和
五
十
八
年
度
赤
池
町
老
人
保
健
 

特
別
会
計
補
正
予
算
‘
老
人
医
療
費
 

が
不
足
す
る
た
め
八
千
四
百
五
十
万
円
 

を
追
加
補
正
し
、
総
額
四
億
八
千
八
百
 

三
十
八
万
六
千
円
と
な
り
ま
し
た
。
 

、

？

ノ

 

続
先
は
表
の
と
お
り
で
す
。
 

先
 

続
 

手
 

の
 

車
 

廃
 

録
 

登
 

別
 

種
 

車
 

車 種 届 け 先 届 け 先の住所 

50c.c.-'--125cc一末満 
（原動機付自転車） 役場税務課 

赤池町大字赤池1146番地の1 
合2 0 0 4 (内) 3 9 , 4 0 

125c.c.-250c.c.末満 
（軽自動車の二輪のもの） 

全国軽自動車 
協会連合会 

北九州市小倉北区赤坂海岸7 -6 

丑093-54 1-2135 

250c.c、以上 
（ニ輪の小型自動車） 陸運事務所 

北九州市小倉南区曽根3540の2 

合093-473 -048 1 

軽自動車の四輪 
(550cc以下） 

全国軽自動車 
協会連合会 

上記 に 同 じ 

▼
赤
池
町
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
 

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
 

い
て
 

▼
単
純
な
労
務
に
雇
用
さ
れ
る
職
員
の
 

給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
 

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
 

▼
一
般
職
の
職
員
の
通
勤
手
当
支
給
方
 

法
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
 

条
例
の
制
定
に
つ
い
て
◇
以
上
三
議
案
 

と
も
国
家
公
務
員
の
給
与
改
定
に
準
じ
 

て
二
・
〇
三
ぐ
ぐ
の
改
正
で
す
が
、
本
 

町
は
給
与
是
正
中
で
あ
る
た
め
、
実
質
 

の
改
定
率
は
〇
・
六
パ
』
ノ
ト
と
な
り
ま
す
。
 

あ
 

報
 

広
 

昭和59年2月1日 第253 号 広 報 あ か い け ⑦
 

エンゼルクイズ 

【第93回出題】 

【問題】 人 口 

ロの中に下の語群の中の数字を入れ、文章 

を完成させてください。 

赤池町の人口は、現在9,768人ですが、過 

去1番多かったのは、昭和34年の1ロ，500 人 

でした。 

これは、赤池の炭鉱で働く人が多かったた 

めです。この年を境に年ごとに人口は減りは 

じめ、昭和47年にはロ800人になっています。 

その後は、横ばいから毎年少しずつ増えて 

います。 

（語群】1. 4 7 8 ) 

【応募の要領】 

答えを官製ハガキに記入のうえ2 月15日ま 

でに赤池町役場総務課文書広報ェンゼルクイ 

ズ係までお送りください。抽せんで正解者3 

人に記念品をお贈りします。 

【第92回の解答】 

政治家 有権者 選挙 

【正解者】 

応募総数12通のうち正解8通でした。抽せ 

んの結果、次の人に記念品を送ります。 

レ薦田えつこ（伏原団地） 

レ小松 敏美（大浦） 

レ中西 橿子（新町） 

イ 

× 

輪臥生の節々に臆されてい討 
65才を迎えたのち 

老齢年金 

夫がかけ金を終え 
亡くなったとき 

寡婦年金 

夫がなくなったとき 

母子年金 

両親が亡くなったとき 

遺児年金 

) 

国
民
年
金
は
お
年
寄
り
に
な
っ
た
と
 

き
の
ほ
か
、
不
測
の
事
故
や
病
気
で
障
 

害
者
に
な
っ
た
と
き
、
母
子
家
庭
に
な
 

っ
た
と
き
な
ど
、
長
い
人
生
の
節
々
に
 

図
の
よ
う
な
い
ろ
い
ろ
な
年
金
で
皆
さ
 

ん
の
生
活
の
安
定
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。
 

し
か
し
、
こ
う
し
た
年
金
も
事
故
に
 

あ
っ
て
か
ら
加
入
し
た
り
保
険
料
を
納
 

め
て
も
受
給
で
き
ま
せ
ん
。
 

将
来
の
生
活
安
定
の
た
め
に
国
民
年
 

金
に
加
入
し
、
保
険
料
を
キ
チ
ン
と
納
 

め
ま
し
ょ
う
。
 

ご
利
用
く
だ
さ
い
 

国
民
年
金
保
養
 

セ
ン
タ
ー
ク
太
宰
府
〈
 

国
民
年
金
保
養
セ
ン
タ
ー
は
、
国
民
 

年
金
の
加
入
者
や
年
金
受
給
者
お
よ
び
 

そ
の
家
族
の
方
、
ま
た
、
 
一
般
の
方
の
 

健
康
増
進
や
休
養
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
 

な
ど
に
広
く
ご
利
用
い
た
だ
く
た
め
、
 

国
が
建
て
た
宿
泊
施
設
で
、
九
州
に
は
 

七
カ
所
あ
り
ま
す
。
 

福
岡
県
で
は
、
太
宰
府
市
四
王
寺
山
 

の
ふ
も
と
に
あ
り
ま
す
。
申
込
み
は
、
 

太
宰
府
市
大
字
太
宰
府
一
七
七
五
、
国
 

民
年
金
保
養
セ
ン
タ
ー
 
「
太
宰
府
」
 
へ
 

合
0
9
2
 
(
9
2
5

)
5
8
0
1
 

山
下
次
男
氏
が
就
任
 

赤
池
町
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
 

前
会
長
の
太
田
博
文
氏
が
十
二
月
末
 

日
で
退
任
さ
れ
た
の
に
伴
い
、
新
し
く
 

山
下
次
男
氏
（
大
字
赤
池
三
八
九
番
地
 

五
十
八
歳
）
が
、
社
会
福
祉
法
人
赤
池
 

町
社
会
福
祉
協
議
会
の
会
長
に
就
任
さ
 

れ
ま
し
た
。
 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
 

交
通
安
全
協
会
赤
池
支
部
 

【
賛
助
会
費
】
 

香
月
章
、
明
鉱
会
、
香
月
建
設
、
小
松
 

8
 

[I d
→ 

12月末日住民登録 q 

（前月比） 
口 9,768( +17) 
' 4,647( +4 ) 
ぐ 5,121( +13) 
帯 3, 222（ 十6 ) 

2 月’‘・に補祉セン友・懲の行事ミ夢・／ 

【休館日】 
6日、11日、13日 
20日、27日 

【福祉バス運行日】 
休館日および祝祭日 
を除く毎日 

【仏教活話会】 
2月14日因 
午前11時から 

I 【演芸日】 
1 2日、 5日、 9日、12日 

I 16日、19日、23日、26日 
I 【心配ごと相談日】 

i 7日、17日、27日 

I 午前10時から 

I 

午後3時まで 

× 

 ノ 

組
建
設
 

赤
池
町
社
会
福
祉
協
議
会
 

【
寄
付
】
 

上
野
病
院
崎
山
国
男
 

百
万
円
 

役
場
総
務
課
職
員
一
同
 

五
千
円
 

太
田
ヤ
エ
 

シ
ン
ビ
ジ
ュ
ー
ム
（
洋
蘭
）
 

【
香
典
返
し
】
 

金金金金 金金金金金 

封 封 封 封 封封 封 封 封 

石
橋
 
勝
成
（
原
田
）
 

浦
田
 

貢
（
大
谷
）
 

早
谷
 
康
恵
（
市
場
）
 

日
高
 
義
行
（
草
場
）
 

大
森
 
高
市
（
市
場
）
 

久
徳
善
之
助
（
西
寿
）
 

黒
土
 

進
（
市
場
）
 

木
村
 
捨
義
（
市
場
）
 

池
尻
ト
モ
ェ
（
原
）
 

（
一
月
十
五
日
現
在
 
敬
称
略
）
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、 カ、 し あ
 

報
 

広
 

忘れないで心にとめて 
おきましよう。 

県
立
盲
学
校
 

入
学
者
の
募
集
 

福
岡
県
立
北
九
州
盲
学
校
で
は
、
昭
 

和
五
十
九
年
度
入
学
者
を
次
の
と
お
り
 

募
集
し
て
い
ま
す
。
 

▽
募
集
学
年
 
幼
稚
部
（
5
歳
児
）
、
 

小
・
中
学
部
、
高
等
部
（
普
通
科
、
 

保
健
理
療
科
…
3

カ
年
）
、
高
等
部
 

（
専
攻
科
理
療
科
…
3

カ
年
）
 

▽
入
学
資
格
 
矯
正
視
力
叩
未
満
、
あ
 

る
い
は
高
度
の
視
機
能
障
害
を
有
す
 

る
た
め
普
通
学
校
で
は
学
習
し
に
く
 

い
人
、
お
よ
び
将
来
視
力
が
減
退
し
 

て
失
明
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
人
 

▽
受
付
期
間
 

2
月
 29 

日
ま
で
 

▽
手
続
、
間
合
せ
先
 
北
九
州
市
八
幡
 

東
区
高
見
5

の
1

の
 12 

県
立
北
九
 

州
盲
学
校
 
。
6
5
1
1
5
4
1
9
 

※
寄
宿
舎
あ
り
、
教
科
書
無
料
、
交
通
 

費
、
食
費
等
は
無
料
 

県
立
高
校
定
時
制
 

通
信
制
の
生
徒
募
集
 

働
き
な
が
ら
高
校
教
育
を
受
け
た
い
 

人
の
た
め
に
、
県
下
の
公
立
高
校
定
時
 

制
お
よ
び
通
信
制
課
程
の
生
徒
を
募
集
 

し
て
い
ま
す
。
 

⑥
定
時
制
課
程
 

▽
願
書
受
付
 

2
月
 17
 

日
か
ら
2
月
 24
 

日
ま
で
 

▽
学
力
検
査
 

3
月
 13
 

日
因
 

▽
学
力
検
査
課
目
 
国
語
 
数
学
 
社
 

会
 
理
科
 
英
語
 

▽
合
格
発
表
 

3
月
 19 

日
 

▽
学
校
名
、
募
集
人
員
、
問
合
せ
先
 

学 校 名 学科名（定員） 話
 

電
 

鞍 手 
うち鞍手分校普“q家“q 

普通科（80) 
家政科（40) 

09492 
2-0 3 6 9 

田 川 東 普通科（40) 
09474 

4-30 1 5 

西 田 川 普通科（40) 
09474 
4-0 3 1 3 

嘉 穂 普通科（80) 
0948 
22-0 23 1 

嘉 穂 東 普通科（40) 0948 
22-00 7 1 

⑥
通
信
制
課
程
 

▽
学
校
名
 
修
猷
館
高
校
（
普
通
科
5
 

百
人
）
 

▽
願
書
受
付
 

3
月
 31 

日
か
ら
4
月
 11
 

日
ま
で
 

▽
問
合
せ
先
 

。
0
9
2

(

 

8
4
1

)

 

3
8
2
2
 

職
業
訓
練
生
の
募
集
 

福
岡
県
立
直
方
専
修
職
業
訓
練
校
で
 

は
、
四
月
か
ら
の
入
校
生
を
次
の
と
お
 

り
募
集
し
て
い
ま
す
。
 

▽
訓
練
科
目
お
よ
び
人
員
 

機
械
科
（
 30 

）
、
溶
接
科
（
 20 

）
、
構
造
 

物
鉄
工
科
（
 40 

）
、
鋳
造
科
（
 30 

）、経 

理
事
務
科
（
 30 

) 

▽
応
募
資
格
 
求
職
者
、
転
職
希
望
者
 

等
で
義
務
教
育
修
了
し
当
該
職
種
を
 

希
望
す
る
人
 

▽
募
集
期
間
 

2
月
 20 

日
ま
で
 

▽
選
考
 

3
月
6

日
 
直
方
校
で
国
語
 

数
学
の
筆
記
試
験
お
よ
び
面
接
 

▽
申
込
先
 

近
く
の
公
共
職
業
安
定
所
 

▽
経
費
そ
の
他
 
授
業
料
は
無
料
、
公
 

共
職
業
安
定
所
の
指
示
を
受
け
た
入
 

校
生
は
雇
用
保
険
の
延
長
給
付
ま
た
 

は
訓
練
手
当
の
支
給
あ
り
 

教
育
モ
ー
ー
タ
ー
 

募
集
し
て
い
ま
す
 

政
府
の
文
教
施
策
に
つ
い
て
、
広
く
 

一
般
国
民
か
ら
批
判
、
意
見
、
要
望
等
 

を
聞
く
た
め
教
育
モ
ニ
タ
ー
を
次
の
と
 

お
り
募
集
し
て
い
ま
す
。
 

▽
仕
事
 
①
テ
ー
マ
報
告
廿
文
部
省
か
 

ら
の
文
書
に
意
見
な
ど
を
記
入
し
回
 

答
す
る
②
随
時
報
告
廿
文
教
行
政
に
 

対
す
る
意
見
、
要
望
な
ど
を
送
る
 

▽
応
募
資
格
 

二
十
歳
以
上
の
方
で
す
 

が
次
の
人
は
応
募
で
き
ま
せ
ん
。
①
 

議
会
の
議
員
②
国
家
・
地
方
公
務
員
 

③
行
政
相
談
員
 

▽
申
込
先
 

福
岡
市
博
多
区
東
公
園
七
 

の
七
県
教
育
庁
企
画
室
庶
務
広
報
係
 

。
0
9
2
1
 
6
5
1
1
 
1
1
1
1
 

▽
申
込
書
の
請
求
 
六
十
円
切
手
を
は
 

っ
た
返
信
封
筒
を
同
封
し
て
上
記
へ
 

身
体
障
害
者
の
み
な
さ
ん
へ
 

集
団
見
合
・
採
用
 

試
験
が
行
わ
れ
ま
す
 

集
団
見
合
 

次
の
と
お
り
身
体
障
害
者
の
方
の
集
 

団
見
合
が
行
わ
れ
ま
す
。
 

▽
日
時
 
3
月
4

日
 

10
 

時
半
か
ら
 

▽
会
場
 
福
岡
市
中
央
区
長
浜
一
丁
目
 

福
岡
市
心
身
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
 

▽
申
込
期
限
 

2
月
 25
 

日
ま
で
 

▽
参
加
費
 
不
要
 

▽
手
続
 
①
申
込
書
（
相
談
所
に
準
備
）
 

②
住
民
票
騰
本
1
通
（
再
婚
者
は
戸
 

籍
騰
本
）
③
印
か
ん
④
写
真
2
枚
を
 

持
参
し
て
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
 

▽
申
込
先
、
問
合
せ
先
 
福
岡
市
中
央
 

区
六
本
松
一
丁
目
二
の
二
二
 

福
岡
 

県
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
 
福
岡
県
 

身
体
障
害
者
結
婚
相
談
所
 

か
0
9
2

(
7
5
1

)
3
2
3
9
 

福
岡
県
職
員
採
用
試
験
 

身
体
障
害
者
を
対
象
と
す
る
福
岡
県
 

職
員
採
用
試
験
が
次
の
と
お
り
行
わ
れ
 

ま
す
。
台
帳
整
備
、
集
計
、
資
料
収
集
 

管
理
等
の
一
般
事
務
職
六
人
の
採
用
予
 

定
で
す
。
 

▽
受
験
資
格
 
身
障
者
手
帳
の
交
付
を
 

受
け
、
 

一
級
か
ら
四
級
ま
で
の
人
で
 

次
の
要
件
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
人
 

①
自
力
で
通
勤
で
き
、
介
護
を
要
し
 

な
い
人
②
昭
和
二
十
九
年
四
月
二
日
 

か
ら
昭
和
四
十
一
年
四
月
一
日
ま
で
 

に
生
れ
た
人
③
県
内
居
住
の
人
④
活
 

字
印
刷
文
に
よ
る
出
題
お
よ
び
口
頭
 

面
接
試
験
に
対
応
で
き
る
人
 

▽
第
一
次
試
験
 
2
月
 26 

日
⑧
、
9
時
 

か
ら
 12 

時
 40 

分
、
県
庁
お
よ
び
身
体
 

障
害
者
職
業
訓
練
校
（
小
倉
北
区
）
 

▽
申
込
期
間
 

2
月
6
日
か
ら
2
月
 15
 

日
ま
で
 

▽
申
込
、
問
合
せ
先
 
福
岡
県
人
事
委
 

員
会
事
務
局
任
用
課
（
福
岡
市
博
多
 

区
東
公
園
七
の
七
 

廿
0
9
2

(6 

4
1

)

 

3
8
8
3
 

※
申
込
書
は
右
記
の
ほ
か
、
県
内
の
福
 

岡
県
福
祉
事
務
所
に
あ
り
ま
す
。
 

一
 

！
 

一
 

．
 

一
 

！
 

！
 

一
 

一
 

一
 

．
 

．
 

一
 

！
 

、
 

、
 

、
 

、
 

、
 

、
 

、
 

、
 

、
 

、
 

、
 

、
 

、
 

、
 

、
 

一
 

一
 

．
 

、
 

、
 

、
 

、
 

血
液
は
つ
く
れ
ま
せ
ん
 

献
血
に
ご
協
力
を
“
【
 

2
 

月
 

28 

日

因

 

、
⑨
 10 

時
か
ら
 13 

時
（
赤
池
商
事
前
）
 

h
 

⑨
 14
 

時
か
ら
 16 

時
（
役
場
）
 

悪
質
な
い
た
ず
ら
 

電
話
に
ご
注
意
を
 

最
近
、
血
液
セ
ン
タ
ー
の
名
前
 

を
使
っ
て
（
特
に
昼
間
主
婦
を
相
 

手
に
）
、
「
ご
主
人
の
血
液
検
査
結
 

果
が
 

」 
と
、
い
た
ず
ら
電
話
 

を
す
る
者
が
い
ま
す
。
 

セ
ン
タ
ー
は
、
献
血
結
果
に
つ
 

い
て
は
、
す
べ
て
親
展
文
書
で
お
 

知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。
 

電
話
等
に
よ
る
通
知
は
、
 
一
切
 

行
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
 

意
く
だ
さ
い
。
 

い
戸
、
‘
、
％
・
、
、
・
、
％
・
、
％
%
％
・
、
・
戸
、
％
‘
戸
戸
、
‘
戸
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